
右肺上葉に直径20mmほどの充実性結節が認められる。気管支鏡下生検を施行したが、
組織学的な確定診断が得られていない。
しかし、スピキュラや胸膜嵌入像を伴う結節であり、CEA高値も認められ臨床的には
高い蓋然性をもって肺癌と診断される病変である。
治療前の病期診断として FDG PET/CT を依頼します。
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